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様 式 ７ 	 
論文審査の結果の要旨及び担当者	 
氏 	 名 	 	 （ 	 	 	 有	 田	 周	 平	 	 	 	 	 ） 	 
論文審査担当者	 









	 	 	 	 	 	 	 前	 田	 芳	 信	 
	 	 	 	 	 	 	 竹	 重	 文	 雄	 
	 	 	 	 	 	 	 中	 村	 隆	 志	 
	 	 	 	 	 	 	 山	 口	 	 哲	 
論文審査の結果の要旨	 
	 
	 本研究では，下顎遊離端欠損において上顎前歯を守る補綴方法を検討することを目的として，欠損歯
数の増加を想定した模型実験を行い，欠損の大きさによる下顎前歯から上顎前歯に加わる力の変化を比
較し，さらに欠損部への義歯装着およびインプラント支持義歯装着の効果を検討した．	 
	 その結果，下顎遊離端欠損が大きくなるほど上顎前歯の負担は増加することが示された．同時に欠損
部に可撤性義歯を装着することで上顎前歯の負担は軽減され，インプラント支持義歯とするとさらにそ
の負担が軽減することも示された．	 
	 本論文は，上顎前歯に加わる力を軽減する上で可撤性義歯およびインプラント支持義歯が有効である
ことを明らかにしたもので，欠損の拡大を防ぐ補綴治療に重要な示唆を与えるものである．	 
	 よって，博士(歯学)の学位論文として価値のあるものと認める．	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
